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Ll ょFi人 frM.!: :: • f .を公は 允）こ して ：t ,：‘ -元 年 こ d ),' 、よど ）了，•＜!,iji_iし’）臼•' を盛会裡に終

こ6)謁 ，＾

，よ若’·‘委 u ，名氏、つり｀紐•！と ‘)~ }jと（―ー，t→て見‘j1に選：討され ．会J心：よlヽた→て氣突3 私、

｝． ．そ.~りことをむから どんでし、 ，，；、 っとこるで食泊：：り として ，いろいろなことがなさ

った lヽつm：礼＇；こか 、

1してざた，そ O'

机が会長，こ築りふ：r，う：！lてか らでもニ・年である。

—つ 一つ 9. t , そ ．1l ぞれに利•• ！ミを持っ •C \:•た vつだろ うが 私が最も商

<.;F位 したし、ci;'ょ ．この 「荘o・i八 」か 、5字と．心‘t：での企1iーで ．t̀ る。その都度
してきているが: ; :t.んのi••I＼かな や＇み1 | .tヵ ， ったかも '9、｛： れなし、t.r., —叫一壮なかなかのカ

作で， その内'tさ iこ惰允さ：！したばヵ．りでなく ・その吠咽苫釈1

とを'i忠えるのて．r')一》た

熟浣

への新たな牧．ttと閲心

六すがに人材；：,・.、！！i...,て ＼ヽることを吟りにも思、った、決 し

ておi lIf．ぷでばな し 、JこうJ ' くこと によ っ て， 会且名氏にもそのことを，・ぶ浪 し， 自 ‘•LL

して欲 しいとさよ思、•-) J)である

なく

そこで ，私ぱ恩うむであるが 今後ぱ会い諸氏(I)

f^[力によ って，ただ本社しを空）、［全屯とさせる1．［かりでなく，こぅ；｛，するところ 、思、う

とこらを大いに ：•中に向って 発及し ， 訴えてぽしい り） でぶ る 、 ＼！文字禅日 や池の点字雑

誌：；t/グ），森 ． t： 1 人 ・戌埒 i ll などもが．Iぶりである 。 更に ． •そ う した杓人対宋のものばか り で

，広 く1'J：：：ー：人の 1.-iにふれ， J旧こ入る力社．ーをとることをおすすめする 、ゃ；ii.1:]の役

•9.I t ！閑など（ご．iよ 、万人問題がも....ともっと取り汲わ！していい '9でで．おろへf氾者の立知で

-r.i}いたものは，よ く見かけても百人自身の主脹が吟ど無いこと が ，私はいつも残念

，こ思っている ．．r{｛和の初め村会強化爺．動の先＇迎者 として有名だった ：山下のぷ よし

先生は当時の訂年に向って「 一人ー研究 」を提卦 し，その辿糾りを力強 く推進された

と聞く 。これは‘．芹ぷぺきことであ→て，今日 'l)社会にも叫 じるし， 百人吐会にば特

！こヒ．^．，ク リする必桜なことでばなlヽ rころ うか）私ばこのごる講梱に出掛ける唸会が

多 い のだが，•を んな時「 失明者の福祉に生涯を費やしたいと頷 う 自分にとって， 解

決すべきIUl}岨がなぉ沢山残されていることば辛せなことだ 」と実惑を述ぺるのだが ，

:'..JJ:柄(/)大 I卜にかかわらず，いや

の間俎が山と 柏ま」’している今日

，どんな小さなことで もいいのだ、、未解決，未開拓

・それぞれにふさわしい一研究課題を選ぶこと は決

してむずか しくないのである ぐそして，その研究の結果を性’自によって，あるいは
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百人{・t会を ，あるいぱー改吐会を対むに発投し．町・〇らう・；r，;1和して吠 しし、C)である．

弁淮r舌5i,)が どんなに大きな力をサつかは ．パ史、:こに： う迄も あるまい ）（士公：こ

優れた足跡を残 した先．｛も沢）．多＜ ：ょ 9 :f,It円を開わ ず ． だ さしく ‘9,:•9 ，人 で 、t-, -r: 

失明はわれわれのi_1 ,1‘? ：）•生活に確9こ し、ろし、るなポ利をもたらす ，．七む• こ と ， 学ぶこ

と （：：も ． ttこま だハ ン デ ィ キム•..'. · 7"よブ、きi,.ヽ。；さしテーマセ・ため ，！＿i:t ;・セ店めて

少し時llりをかければ各i．じを掛め籾強する ことはにオ叫よう．外に「 4,.9えること」

「¥I fく こと」にはわれわれの 出合も何ら ハン ·r• ノ キ．\• "I ソ＇ぱ！；也ヽ •fiるとしても

そればさ したろこ とで9まあるまいっそういったところから会本来の活tiiりも出允す

るのではないだろうか＾1辰手な改治的活点りも勿西糾i{{Ii•こ；しろ う ： f名来は会いの中

から日 百連の幹部クラス がぞくそくと 出るであろ うこと を ，払は紺時も しgoって
もいる へ然 し，この会それ自体；ま名称の示す逍り百人の社＇え lと（私ば；；；文fiをも含め

て考えたい） の研究会であってf次 しいのである。そこ にこ:+:'こ(/;会J)我が国百

人社会に於ける特殊性があり ，存在0;、利味があ るのではないた・るう か。 ('1t名は

日点図困忠長 ，本会会艮）

我が「憂うべき教科書 」

春日 光 春

「先生変ですっ頃(l:と迎います 」

中学二年の阻語(/.)時1}「]であ る（， 牧科杜沿；，金田一博士の 「心の小径 」の一節に

くると， 決まってこんなスト・ツプがかかる。点字の者に読ませているとすみ字の

生徒から すみ字の方を，涜ませていると点、字(/)者からとい った按配である。 I・心う

て，どこがつ」と一応哭はとぽけて見せる ．．「ここです 」と 勢い込んで，．洸みだす

(/)をひととおり闘き終えてから「じ ゃ才::i- , •もう一炭読んでこ・ らん」と前の読み手

に再度蛉みかぇさせる。「心の小怪 」 一—• この文章はノぶ者金田一博士がアイヌ 語

採集のため ，単身カラフ トにおもむき， 言栗が辿じるようになるま での苦心と言

薬と心がついに辿い合うようになった時(l)岩び とを綴 ったものであるが ，問題の

個所はIW士が現地に沼いてはみた も(l.)の一語も辿 じないままにアイヌの人々から
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。
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